
　市民の皆さんこんにちは。串間市
消防団本城分団です。
■本城分団について
・分 団 長＝鬼塚信一郎
・副分団長＝荒山賀勝
・副分団長＝古田和彦
・団　　員＝46名
・�管轄地区＝本城地区（大字本城、

崎田）
・�配備車両など＝ポンプ車１台、小

型動力ポンプ付積載車４台
・�１部＝部長：水野大作（上平、下平、

春日、小田代、上代田、下代田）
・�２部＝部長：鍋倉武（口広、居城

田、遍保ヶ野）
・�３部＝部長：鬼塚誠（上千野、中

千野、下千野、港）
・�４部＝部長：金川昭二（浦、仲、

上南、下南、永田）

消防団
通信
しょうぼうだんつうしん

・�５部＝部長：山口英樹（樋口、道
場、上中園、下中園）

■本城分団とは
　「自らの本城地区は自らで守る」とい
う精神に基づき、普段はさまざまな仕
事に就いている地域住民が、災害発
生時に非常勤特別職の地方公務員と
して災害に対応する組織です。
　消防団員は各自の仕事に就きなが
ら、災害時の消防・防災活動や、平時
の訓練などに従事します。昨今の記録
的集中豪雨や台風災害などでも、住
民の避難誘導や救助活動などに献身
的に従事しており、地域にとって必要
不可欠な存在となっています。
　また、消防団が、要員動員力や即
時対応力という特性を発揮していく
には、本城地域の実情に応じた適正
な団員数を確保し活動を行っていく
ことが必要不可欠でありますが、現
在団員減少が進み、団員の維持が大

変厳しい状況が続いています。新入
団員も随時募集中ですが、初めての
入団者に対する適切な訓練も実施し
ております。
　さらに、活動を地域防災面にとど
めることなく、チーム本城（地域連
携組織）との連携によりいろいろな訓
練にも参加し、さまざまな分野にも
幅を広げることにより、地域密着性
がより高められます。
　このほか、消防団員として活動し
やすい環境を整備することが重要で
す。災害に対して自らが自らを守る
ことの自覚に加え、消防団が果たし
ている役割について高める必要があ
ります。本城分団に対するご理解ご
協力をお願いします。
　消防団の入団に関するお問い合わ
せは、消防本部へお願いします。

分団長　鬼塚信一郎
　 串間市消防本部☎72 - 4151問

　 �串間警察署☎７２－０１１０　警察安全相談♯９１１0問

「自転車安全利用五則」が新しくなりました！
①�自転車は車道が原則、�
左側を通行、�
歩道は例外、歩行者を�
優先
②�交差点では信号と�
一時停止を守って、�
安全確認
③�夜間はライトを点灯
④�飲酒運転は禁止
⑤�ヘルメットを着用

　令和４年１１月１日、中央交通安全対策会議交通対策本部におい
て、新しい「自転車安全利用五則」が決定されました。
　「自転車安全利用五則」は、自転車の交通ルールのうち、特に重
要なものを取り上げたものです。
　自転車は、道路交通法では軽車両に位置付けられています。道
路通行時は、「車」としての交通ルールを守りましょう。
●�串間市の自転車指導啓発重点路線「串間中学校～松清ガード下」
　「自転車指導啓発重点路線」は、自転車通勤者などが集
中する駅周辺や、自転車通学生などによる悪質・危険な
自転車運転が問題となっている通学路などにおいて、「自
転車通行空間の整備」「安全教育・広報啓発」「指導取り
締まり」を重点的・計画的に実施するものです。

 
月／日 給 油 店 名
２／ ５ 井手産商串間店・井手都井店
２／１２ 酒井串間店・井手都井店
２／１９ 津曲北方店・井手都井店
２／２６ 片平本町店・井手都井店
３／ ５ 三協西小路店・井手都井店
３／１２ 井手産商串間店・井手都井店
３／１９ 酒井串間店・井手都井店
３／２６ 津曲北方店・井手都井店

　２月、３月の日曜給油店 　２月、３月の休日在宅医
※受診前に医療機関に電話をかけて症状をお伝えください。
月／日 医療機関 診療科 電話番号
２／ ５ 岡村クリニック 整形外科 72-7710
２／１１ のだ小児科医院 小児科・アレ 71-1112
２／１２ ゆうゆうの森クリニック 内科 55-9111
２／１９ 串間中央クリニック 内科・小児科 27-3181
２／２３ アイレＨＤクリニック串間 内科・透析内科 55-8181
２／２６ 県南病院 神・精・内科 72-0224
３／ ５ のだ小児科医院 小児科・アレ 71-1112
３／１２ とめのファミリークリニック 内科・小児科 76-1425

３／１９ はなぶさ消化器・内視鏡
クリニック 内・消内・内視内 74-1187

３／２１ にいな内科・循環器科 内・循・呼 71-1711
３／２６ 岡村クリニック 整形外科 72-7710

※�休日在宅医は変更になる場合があります。受診する前に医療機関もしくはテレ
フォンサービス（☎23-9999）にて必ずご確認ください。

　軽自動車などの所有者が亡くなられた場合は手続きが必要に
なります。各手続きについての問い合わせ先が車種ごとに異な
りますのでご注意ください。
●引き続き使用する場合
　名義変更の手続きが必要になります。
●廃車する場合
　廃車申告の手続きが必要になります。

＜手続き・問い合わせ先＞

車　種 手続きに必要なもの 手続き・
問い合わせ先

・�原動機付自転車 
（125㏄以下）

・�小型特殊自動車 
（農耕作業車含む）

・ミニカー

・�名義変更の場合 
車台番号が分かるもの

・�廃車の場合 
標識（ナンバープレート） 
車台番号が分かるもの

税務課市民税係・ 
各支所
☎72 - 1112

・�三輪以上の軽自動車 
（軽四貨物車、 
軽四乗用車を含む）

右記にお問い合わせ
ください。

軽自動車検査協会 
宮崎事務所 
☎050 -
3816 - 1760

・�軽二輪自動車 
（125cc超250cc以下）

・�小型二輪自動車 
（250cc超）

右記にお問い合わせ
ください。

九州運輸局 
宮崎運輸支局 
☎050 -
5540 - 2088

　 �税務課市民税係☎72 - 1112問

軽自動車などの所有者が亡くなられた
場合は手続きが必要です

人口のうごき（令和５年１月１日現在）

人口  16,026人（前月比 -29人）
［男性  7,508人　女性  8,518人］世帯数  7,043世帯

※令和２年国勢調査からの推計人口です。

地球の
message

ひなたゼロカーボン
２０５０

　脱炭素社会の実現には、一人一人
のライフスタイルの転換が重要です。

「ゼロカーボンアクション３０」にでき
るところから取り組んでみましょう。
　今回紹介するのは「暮らしに木を
取り入れる」です。
　木のもつ調湿作用などは、快適な
室内環境につながり、木を使うこと
で、植林や間伐などの森林の手入れ
にも貢献できます。
　また、暮らしに木材を取り入れる
ことで､ 木のもつ素材感ならではの
温かみを感じられます。
　一般住宅を国産木材で建てた場合
は、一戸あたり３４キロのＣＯ２削減
ができます。これを炭素の固定化と
いいます。

　 �市民生活課生活環境係 
☎72 - 1356

問
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